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The World of the Bible “Beth Shan, the town with the old history” / Photo & Essay by Tadashi Yokoyama

　

ベ
ト
・
シ
ャ
ン
は
イ
ズ
レ
エ
ル
の
谷
の
東
端

に
位
置
し
、
ヨ
ル
ダ
ン
渓
谷
沿
い
の
道
と
交
わ

る
重
要
な
町
と
し
て
古
代
か
ら
栄
え
ま
し
た
。

背
後
の
遺
跡
丘
で
は
、
エ
ジ
プ
ト
、
カ
ナ
ン
、

ペ
リ
シ
テ
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
神
殿
や
ビ
ザ
ン
チ
ン

時
代
の
教
会
跡
な
ど
が
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ギ
ル
ボ
ア
山
で
ペ
リ
シ
テ
軍
と
の
戦
い
に
敗

れ
た
サ
ウ
ル
王
と
息
子
た
ち
の
遺
体
は
、
こ
の

城
壁
に
さ
ら
さ
れ
ま
し
た
（
サ
ム
上
三
一
・
一
〇
）。

　

紀
元
前
四
世
紀
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
に
は
ス

キ
ト
ポ
リ
ス
と
呼
ば
れ
、
ロ
ー
マ
帝
国
に
占
領

さ
れ
る
と
、
十
都
市
連
合
デ
カ
ポ
リ
ス
の
首
都

と
な
り
ま
す
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
時
代
に

は
、
ロ
ー
マ
軍
駐
屯
都
市
と
し
て
ガ
リ
ラ
ヤ
地

方
で
最
大
の
町
と
な
り
ま
す
。
イ
エ
ス
も
ガ
リ

ラ
ヤ
湖
と
エ
ル
サ
レ
ム
を
行
き
来
す
る
途
中
、

こ
の
町
で
休
息
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
ビ
ザ

ン
チ
ン
時
代
に
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
町
と
な
り
、

大
司
教
の
座
が
置
か
れ
、
遺
跡
丘
の
上
に
あ
っ

た
神
殿
は
教
会
に
作
り
変
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

麓
に
近
年
発
掘
さ
れ
た
の
は
ロ
ー
マ
時
代
の

町
並
み
で
す
。
七
〇
〇
〇
人
収
容
の
野
外
劇
場
、

浴
場
、
神
殿
、
列
柱
街
路
と
商
店
街
、
少
し
南

に
戦
車
競
技
場
な
ど
が
見
ら
れ
ま
す
。
遺
跡
丘

の
北
で
発
掘
さ
れ
た
教
会
遺
跡
の
床
モ
ザ
イ
ク

は
、
ぶ
ど
う
の
収
穫
風
景
な
ど
を
描
い
た
楽
し

い
図
柄
で
す
が
、
一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

新聖
書
の

世
界 36

写
真
／
文  

横
山
匡

歴
史
重
な
る
町

ベ
ト
・
シ
ャ
ン

C O N T E N T S あ
な
た
は
い
か
に
幸
い
な
こ
と
か

い
か
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
。

妻
は
家
の
奥
に
い
て
、
豊
か
な
房
を
つ
け
る
ぶ
ど
う
の
木
。

食
卓
を
囲
む
子
ら
は
、
オ
リ
ー
ブ
の
若
木
。

見
よ
、
主
を
畏
れ
る
人
は
こ
の
よ
う
に
祝
福
さ
れ
る
。

神
は
ノ
ア
と
そ
の
息
子
た
ち
を
祝
福
し
て
︑

﹁
産
め
よ
︑
増
え
よ
︑
地
に
満
ち
よ
﹂
と
言
わ
れ
た
（
創
世
記
9
・
1
）︒

ま
た
神
は
︑
自
分
の
独
り
子
を
も
惜
し
ま
な
か
っ
た
ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
︑

﹁
あ
な
た
の
子
孫
を
天
の
星
の
よ
う
に
︙
︙
増
や
そ
う
﹂
と

約
束
さ
れ
た
（
同
22
・
17
）︒

聖
書
は
こ
の
よ
う
に
︑
信
ず
る
者
へ
の
神
の
贈
り
物
と
し
て

﹁
子
孫
繁
栄
﹂
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
︒

上
掲
の
聖
句
は
︑
同
じ
こ
と
を
詩
的
に
美
し
く
詠う
た
い
な
が
ら
︑

愛
情
あ
ふ
れ
る
家
庭
生
活
が
︑
神
と
人
と
の
間
の

真
の
﹁
平
和
﹂
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
る
と
言
え
よ
う
︒
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久
世 

了

く
ぜ
　
さ
と
る

明
治
学
院
学
院
長

表紙の言葉
青山学院大学青山キャンパスにあ
る間島記念館が今回のモチーフと
なっています。ローマ神殿を思わせ
る建築様式で、一度関東大震災で
倒壊したものの、その後中央図書
館として再建されたとのこと。この
学院のポスターなどにもたびたび
使用されるように、シンボル的存在
のようです。（絵・文＝佐藤百合子）

巻
　
　
頭
　
　
聖
　
　
句 

（
詩
編
1
2
8
編
2
─
4
節
）
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聖書協会世界連盟の歴史
Part 2「UBSの一員としての日本聖書協会」
1946年—2010年
編集部

聖書セミナー⓯　小河　陽
新約聖書における弟子 
――その在り方と振る舞い

人物と聖書�　鈴木範久
坂田祐と聖書

エッセー�　根田祥一
和解の福音を分かち合うテーブル

Bible Guide
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求めています！
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ブリッジマン−カルバートソン訳（漢訳）



3 The History of United Bible Societies

BS NEWS
　2010年には、5月にエジンバラ100周年
記念世界宣教会議・東京大会、10月に第3

回ローザンヌ世界宣教会議が行われまし
た。共に新しいキリスト教の宣教課題に
チャレンジした大会であったと思います。
　また、7月にアフリカのマダガスカル共
和国の聖書協会を訪れる機会を得ました。
マダガスカルでは、1日の平均所得がひと
り当たり2ドルで、年間収入が5万円です。
ヨーロッパの経済危機によってアフリカ
の治安は悪くなる一方で、昨年、軍事クー
デターが起こりました。マダガスカルは
日本より2倍の面積を持っていて、2000

万の人々が暮らしています。国民の半分
は祖先崇拝をしていますが、残り半分は
キリスト教徒で、なんと1000万人もいる
のです。日本のクリスチャン人口の10倍
です。日曜日には小さな教会堂が子ども
や大人でいっぱいになります。交通手段
が整っていないので、車のない人は徒歩
で朝早く家を出発し、教会に到着するま
で2、3時間かかります。礼拝時間は3、4

時間もあり、いつ終わるのか分からない
ほどです。その後、食事を共にします。
日曜日は丸1日使っての礼拝日なのです。
日本聖書協会はこのマダガスカル聖書協
会に対して、貧困者に安価な聖書を頒布
する計画に、2011年度、約700万円を支
援する約束をしました。
　また、大地震の被害を受けたハイチ共

和国も訪問しましたが、ここはカリブ海
で最も貧しい国で、やはり1日の平均所得
がひとり当たり1、2ドルです。被災者は
いまだテント生活を送っています。しか
し、距離的に近いアメリカで教育を受け
た高収入の人々との間に経済的格差があ
り、賄賂なしには国内政治がうまく機能
しないとのことです。これは人災です。
皆さまの募金100万円をハイチ聖書協会
にお届けしました。災害時に韓国の教会
のクリスチャンがすぐ募金を携えて、現
地に多くの奉仕者を派遣してくれたそう
です。

「マダガスカルと
ハイチに」

財団法人  日本聖書協会

総主事　渡部　信
　　         わたべ   まこと

　2011年を迎え、皆さまもそれぞれ新しいビジョンを抱きながら歩
まれていると思います。ここにソア37号をお届けできることを感謝
いたします。
　今回の特集は聖書協会世界連盟の紹介の後編です。昨年の聖書協
会世界連盟の世界大会をはじめ、さまざまなキリスト教の大会に出
席して感じることは、マスメディアの迅速化、グローバル化が否応
なしに押し寄せ、人々の意識もまったく括弧にくくれないほど多元
化、多様化していることです。その中で日本聖書協会はどうしたら
聖書の言葉を神からのメッセージとして人々にお届けできるか。この
課題に取り組むことが、私たちに与えられた使命だと思っています。
　ここ１年の感想として、南アメリカとアジアは経済的な発展が急
速なのに比べ、アフリカはいまだ政治的にも経済的にも低迷、混迷
していることが分かりました。日本聖書協会はこれらの国々を今後
も支援していく方針です。また日本国内では新しい翻訳作業が本格
的に始まり、次世代に活用されるべき聖書の翻訳作業を、聖書の言
葉のひとつひとつを大事に扱いながら進めていきたいと思います。
　新しい時代の困難に多くの日本の教会が出会う中で、日本聖書協
会は、力強く宣教の働きが行われるよう、陰から応援してまいりた
いと思いますので、どうぞ私たちの働きのためにもお祈りください。

ソア37号発行によせて

ハイチ聖書協会へ1万ドルの献金を贈呈 マダガスカルでの記者会見

2BS News

 

● 

始
ま
り
は
六
つ
の
加
盟
国
か
ら

　

ア
メ
リ
カ
聖
書
協
会
の
エ
リ
ッ
ク
・
ノ
ー
ス
総
主
事

が
提
示
し
た
聖
書
協
会
世
界
連
盟
（
Ｕ
Ｂ
Ｓ
）
事
務
所

の
働
き
は
、
そ
の
後
も
時
代
の
変
化
に
対
応
し
な
が

ら
、
各
国
の
聖
書
協
会
の
働
き
を
円
滑
に
す
る
た
め
に

機
能
し
て
い
ま
す
。
一
九
四
六
年
、
六
つ
の
加
盟
国
か

ら
始
ま
っ
た
聖
書
協
会
世
界
連
盟
は
、
現
在
、
一
四
七

の
加
盟
国
が
二
〇
〇
以
上
の
国
と
地
域
に
お
い
て
共
に

協
力
し
な
が
ら
、
神
の
み
言
葉
を
届
け
る
と
い
う
使
命

を
達
成
す
べ
く
尽
力
し
て
い
る
の
で
す
。

　

日
本
聖
書
協
会
は
、
一
九
四
九
年
に
聖
書
協
会
世
界

連
盟
に
加
盟
し
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ

た
こ
の
年
の
総＊

会
は
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
の
基
礎
を
固
め
ま
し
た
。

Ｕ
Ｂ
Ｓ
設
立
か
ら
一
〇
年
経
っ
た
五
七
年
に
は
、
二
四

の
聖
書
協
会
が
加
盟
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
六
三

年
に
は
第
八
回
Ｕ
Ｂ
Ｓ
総
会
が
日
本
の
主
催
で
箱
根
に

お
い
て
開
催
さ
れ
、
後
の
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
の

コ
ー
ガ
ン
総
裁
、
戦
時
中
に
尽
力
し
た
ベ
ガ
ン
第
二
代

総
主
事
を
は
じ
め
、
加
盟
聖
書
協
会
の
代
表
が
集
い
、

初
め
て
Ｕ
Ｂ
Ｓ
が
加
盟
全
協
会
の
聖
書
頒
布
に
世
界
的

規
模
で
責
任
を
負
う
こ
と
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。「
新

時
代
へ
の
神
の
言
葉
」
を
標
語
と
し
、「
す
べ
て
の
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
・
ホ
ー
ム
に
一
冊
の
聖
書
、
す
べ
て
の
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
に
少
な
く
と
も
新
約
聖
書
一
冊
、
識
字
者

す
べ
て
に
少
な
く
と
も
分
冊
一
冊
、
す
べ
て
の
教
会
員

聖書協会世界連盟の歴史
特集

Part 2「UBSの一員としての日本聖書協会」
1946年―2010年

2010年の世界大会の参加者

＊現在は「世界大会」と呼んでいる。
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が
地
域
に
聖
書
頒
布
で
き
る
機
会
を
作
ろ
う
」
と
い
う

大
胆
な
訴
え
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
年
五
〇
〇
〇
万
部
で

あ
っ
た
聖
書
頒
布
を
、
三
年
後
に
は
一
億
五
〇
〇
〇
万

部
と
し
よ
う
と
決
議
し
た
記
念
す
べ
き
総
会
で
し
た
。

 

● 

二
〇
一
〇
年
の
世
界
大
会
ま
で

　

相
互
協
力
の
た
め
に
生
ま
れ
た
Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
、
加
盟

聖
書
協
会
お
よ
び
そ
の
支
社
を
支
援
す
る
た
め
、
翻

訳
、
財
政
な
ど
の
面
で
協
力
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

一
九
六
四
年
の
会
議
で
は
、
他
国
に
支
援
で
き
る
聖
書

協
会
の
募
金
を
合
算
し
、
必
要
国
へ
配
分
す
る
“
ワ
ー

ル
ド
・
サ
ー
ビ
ス
・
バ
ジ
ェ
ッ
ト
”
と
い
う
制
度
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。
六
六
年
に
は
、
そ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ

聖
書
協
会
（
Ａ
Ｂ
Ｓ
）
と
英
国
と
海
外
聖
書
協
会
（
Ｂ
Ｆ

Ｂ
Ｓ
）
が
担
っ
て
き
た
予
算
管
理
も
Ｕ
Ｂ
Ｓ
事
務
所
で

行
う
よ
う
に
な
り
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
常
任
理
事
会
（E

xecutive 

Com
m

ittee
、
後
の
世
界
理
事
会 Global Board

）
で
の
承
認

を
も
っ
て
各
地
に
配
分
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
同
年
に
は
、
全
世
界
が
四
つ
の
地
域
（
ア
メ
リ
カ
、

ア
フ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
近
東
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
）
に
分
け
ら

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
地
域
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
地
域
総
主
事
と
地
域
理
事
会
が
そ

の
地
域
内
の
共
通
課
題
に
取
り
組
み
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
常
任
理

事
会
の
提
案
を
国
ご
と
に
地
域
に
合
っ
た
か
た
ち
で
遂

行
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
も
整
っ
た
の
で
す
。

こ
う
し
た
対
応
は
、
頒
布
の
拡
大
に
働
き
の
焦
点
を
置

く
と
い
う
箱
根
で
の
決
議
を
具
体
化
す
る
た
め
に
は
必

要
不
可
欠
な
こ
と
で
し
た
。

　

一
九
六
六
年
、
バ
ッ
ク
ヒ
ル
フ
ォ
ー
ル
ズ
で
の
会
議

に
お
い
て
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
総
会
は
六
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
七
二
年
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の
首

都
ア
デ
ィ
ス
ア
ベ
バ
で
持
た
れ
た
会
議
で
は
、
八
年
に

一
度
の
開
催
と
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
総
会
は

八
〇
年
に
タ
イ
の
チ
ェ
ン
マ
イ
、
八
八
年
に
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
、
九
六
年
に
カ
ナ
ダ
の
ミ
シ
サ
ガ
で
開

催
さ
れ
、
毎
回
新
し
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
と
も
に
時
代
に

即
し
た
方
針
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ

の
加
盟
国
が
一
三
〇
国
余
り
に
増
加
し
た
こ
と
で
機
構

改
革
が
求
め
ら
れ
、
ま
た
国
際
化
や
情
報
伝
達
の
高
速

化
に
対
応
す
べ
く
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
南
ア
フ
リ
カ
の

ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
で
臨
時
の
Ｕ
Ｂ
Ｓ
総
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
の
総
会
で
は
Ｕ
Ｂ
Ｓ
の
基
本
と
精
神
（Identity 

and Ethos of U
BS

）
が
確
認
さ
れ
、
よ
り
効
果
的
な
聖

書
頒
布
を
目
指
し
て
各
国
の
聖
書
協
会
が
協
力
し
合
う

こ
と
が
声
明
と
し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

翻
訳
事
業
で
の
協
力
も
、
一
九
四
六
年
の
Ｕ
Ｂ
Ｓ
設

立
の
際
に
打
ち
出
さ
れ
た
方
針
の
一
つ
で
し
た
。
発
足

当
初
か
ら
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
働
き
を
理
念
の
根
幹
に

据
え
て
い
た
Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
、
翻
訳
作
業
に
お
い
て
も
一
致

協
力
し
ま
し
た
。
Ａ
Ｂ
Ｓ
や
Ｂ
Ｆ
Ｂ
Ｓ
が
、
ア
フ
リ
カ

や
ア
ジ
ア
な
ど
言
語
の
多
い
地
域
に
支
社
を
増
や
し
て

い
く
中
で
、
各
地
で
翻
訳
に
尽
力
す
る
宣
教
師
は
当
時

す
で
に
五
、
六
〇
〇
人
い
ま
し
た
が
、
彼
ら
が
作
業
を

効
率
よ
く
続
け
る
た
め
に
は
、
情
報
や
資
源
の
共
有
も

欠
か
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
五
〇
年
に
第
一
号
が
発
刊
さ

れ
た T

he Bible T
ranslator 

は
、
す
べ
て
の
翻
訳

者
が
最
新
の
翻
訳
学
と
神
学
の
情
報
に
触
れ
、
互
い
の

疑
問
や
懸
念
事
項
を
分
か
ち
合
う
た
め
の
媒
体
と
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
Ａ
Ｂ
Ｓ
と
Ｂ
Ｆ
Ｂ
Ｓ
が
別
々
に
発

行
し
て
い
た
翻
訳
ガ
イ
ド
も
一
つ
に
ま
と
め
ら
れ
、 

T
ranslators H

andbook 

と
し
て
翻
訳
者
た
ち
に
届

け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
と
し
て
共

有
す
る
翻
訳
方
針
も
構
築
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
ま

た
、
翻
訳
者
の
作
業
を
学
問
的
観
点
か
ら
助
言
・
サ

ポ
ー
ト
す
る
翻
訳
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
養
成
に
も
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

翻
訳
面
で
特
筆
す
べ
き
転
機
も
一
九
六
四
年
に
起
こ

り
ま
し
た
。
Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
長
年
、
聖
書
翻
訳
に
関
し
て
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
と
何
ら
か
の
提
携
を
し
た
い
と
望
ん
で

い
ま
し
た
。
世
界
の
教
会
指
導
者
と
の
関
係
を
め
ぐ
る

協
議
会
が
六
四
年
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ド
リ
ー
ベ
ル
ゲ
ン
に

お
い
て
開
催
さ
れ
、
聖
書
翻
訳
者
の
協
働
を
可
能
と
す

る
た
め
の
標
準
原
則
の
提
案
要
綱
が
採
択
さ
れ
、
六
八

年
に
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
双
方
に
受
け

入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
各
国
で
共
同
訳
聖
書

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
日
本
聖
書
協
会
も
こ
れ
に
倣
っ
て

共
同
訳
聖
書
の
完
成
を
目
指
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
教
会
が
一
致
協
力
し
て
誕
生
し
た

の
が
「
新
共
同
訳
」（
一
九
八
七
年
発
行
）
で
す
。

　

二
〇
〇
四
年
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
創
立
二
〇
〇
年
を
記
念
し
て

世
界
大
会
が
発
祥
地
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
、
続
い
て
一
〇

年
九
月
二
〇
日
か
ら
二
四
日
に
か
け
て
韓
国
ソ
ウ
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
こ
の
世
の
命
─
─
神
の
こ
と
ば

（Godʼs W
ord—

Life for the W
orld

）」
と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
、
約
四
〇
〇
人
に
の
ぼ
る
総
会
代
議
員
の

出
席
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
大
会
で
Ｕ
Ｂ
Ｓ
の
新
総
主

事
に
、
ミ
ラ
ー
・
ミ
ロ
イ
氏
（
二
〇
〇
四
年
～
）
の
後
任

と
し
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
出
身
の
イ
ギ
リ
ス
人
マ
イ
ケ

ル
・
ペ
ロ
ー
氏
が
二
〇
一
一
年
一
月
か
ら
就
任
す
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

 

● 

日
本
が
世
界
に
大
き
く
協
力
す
る
時
代
へ

　

さ
て
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
の
協
力
事
例
の
一
つ
と
し
て
、
中
国

の
聖
書
印
刷
工
場
の
建
設
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
話
は
や

や
遡
り
ま
す
が
、
文
化
大
革
命
で
荒
廃
し
た
中
国
の
教

会
を
支
援
す
る
た
め
、
印
刷
工
場
を
建
設
す
る
こ
と

が
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
と
中
国
政
府
お
よ
び
中
国
基
督
教
両
会
と

の
間
で
合
意
さ
れ
、
一
九
八
六
年
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
世
界
に

募
金
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
Ｕ
Ｂ
Ｓ
加
盟
当
時
の
日
本

は
Ｂ
Ｆ
Ｂ
Ｓ
や
Ａ
Ｂ
Ｓ
か
ら
の
支
援
を
受
け
て
い
ま
し

た
が
、
戦
後
の
経
済
成
長
と
バ
ブ
ル
の
時
代
を
経
、
ま

た
、
募
金
委
員
の
先
生
方
の
努
力
と
募
金
者
の
懸
命
な

支
援
に
よ
り
、
約
一
億
円
（
当
時
で
六
二
万
五
〇
〇
〇
ド
ル
）

を
献
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
世
界
の
募

金
総
額
七
二
六
万
六
〇
〇
〇
ド
ル
の
中
で
、
ア
メ
リ

カ
、
西
ド
イ
ツ
に
次
ぐ
額
で
し
た
。

　

続
い
て
一
九
八
九
年
の
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
後
、
東

欧
・
旧
ソ
連
地
域
に
お
い
て
聖
書
を
求
め
る
声
に
も
Ｕ

特集  聖書協会世界連盟の歴史 Part 2

1949年のニューヨークにおけるUBS総会の参加者1963年、UBS翻訳コンサルタント協議会の面々1963年5月開催のアジア総主事会議の様子（マニラ）フィリピンモスクワの倉庫に納められたロシア語子ども向け聖書（上）と、
これらを受け取って喜ぶ現地の教職者たち（下）
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年 UBSの主な動き［総会を中心に］ 海外と関わるJBSの具体的な活動
1946 英国エルフィンスワードにて聖書協会代表者会議が開催される。各

国聖書協会の総合機関として「聖書協会世界連盟」United Bible 
Societiesを設立する。

1949 UBS総会がニューヨークにて開催され、日本聖書協会、UBSに加盟。
世界における聖書頒布数が1億冊を突破。

1961 JBSがインドネシアに新約聖書1万冊贈呈。

1962 （第2バチカン公会議開始～65年） 年末から翌年にかけてインドネシアに新約聖書10万冊贈呈。

1963 UBS第8回総会（箱根） 「新時代への神の言葉」
UBSが加盟全協会の聖書頒布に全世界的規模で責任を負うことを表
明。

以後も、インドネシア、フィリピン、パキスタン、韓国などへの協
力は継続し、特に1960年代後半から70年代前半にかけては、聖書、
聖書本文用紙、表紙クロス、花布や金箔などの製本資材をJBSから援
助していた。

1964 世界の教会指導者との関係をめぐる協議会開催（ドリーベルゲン）。
オランダ「ドリーベルゲン宣言」採択。「ローマ・カトリックとプロ
テスタントの聖書翻訳者の協働を可能とするための標準原則の提案
要綱」が1968年に双方に受け入れられ、各国での共同訳聖書を生み
出すことなる。ワールド・サービス・バジェット（加盟BSの募金を
合算し、必要国へ配分する制度）確立。

1966 UBS総会（ペンシルベニア、バックヒルフォールズ）　
機構改革を決議（総会、地域会議、総委員会、執行委員会の取り決め）。
63年からの標語に、副題「常に新しい言葉を、新しい読者に」が加
わる。

エキュメニカルな潮流を背景に、UBS
主催、JBS協賛「国際聖書翻訳者研修
会」開催（八王子）。

1969 財政自立「受ける協会から与える協会
へ」の姿勢強化──予算の中に海外聖
書協会への献金も組み入れる。

1970 （日本では、この頃の標語に「現代に語る神の言葉」を使用） 「共同訳聖書実行委員会」発足、UBS発行のThe Greek New 
Testamentの最新版（修正第3版）を、新約聖書の底本に採用した。

1972 UBS総会（アディスアベバ）エチオピア
「神の言葉に語らせよう」

1975 UBS常議員会（京都）

1977 バングラデシュにバイブル・バン贈呈。

1980 UBS世界大会 （チェンマイ）タイ
「神のことば  すべての人に開かれて」

1986 2月　 UBS、中国のキリスト者の窮状回復を援助するために世界に募
金を募る。（1987年12月、愛徳印刷廠開所として結実）

UBSの提唱する「青少年に聖書を普及する運動」を受け、JBSでも活
動開始。

1987 9月　 『聖書　新共同訳』発刊。奉献式にUBSアジア・太平洋地域総
主事チャン・チョイも出席。

1988 UBS世界大会（ブダペスト）ハンガリー
「神のことば  すべての人の希望」

中国・愛徳印刷会社のための募金1億円達成。

1990 東欧・旧ソ連へ聖書を送る募金開始決定（目標9千万円）。

1992 韓日対照（韓国語：共同訳／日本語：新共同訳）聖書発刊。

1995 ABS主催 グッドウィル・ブック返還式（ニューヨーク）
戦後700万冊の新約聖書を日本に贈った献金者署名簿の上巻

（B2判、厚さ14cm、32kg）を、日本からABSに返還した。

1996 UBS世界大会（ミシサガ）カナダ「神のことば  すべての人のいのち」

1997 日本からの支援を一部、資金の代わりに「製品」でささげるかたち
をとる「国際聖書製作（GSP）」を開始（アフリカ諸国にフランス語
聖書2万5千冊贈呈）。以後も、アフリカ大陸の23カ国をはじめ、フィ
リピン、マレーシア、タイ、チェコ、コロンビアなどへ、14言語18
訳44種類にのぼる聖書や音声聖書“バイブルトーク”を送品している。

1999 オポチュニティ21総主事会議 （ニューヨーク）
UBS、「オポチュニティ21計画」を発表。聖書頒布が不十分な地域を
重点的に支援するための募金活動を最重要課題に置いた。

2000 UBS臨時総会 （ミッドランド）南アフリカ
加盟国増加に伴う機構改革の必要性が高まるとともに、国際化に対
応するため、4年に1回の総会開催案が提案された。前回総会で増設
された9つの地域Regionalは残すが、それらをより広い4つの地区
Areaにまとめ、地区理事会を組織。

10月　 聖書普及活動125年記念式典開催（東京）、 
E・マクドナルドUBS総主事が参加。

2002 韓日対照旧新約聖書（新組版　韓国語：改訳改訂訳／日本語：新共
同訳）、『よろこびのおとずれ──10言語版ルカによる福音書』発刊。

2004 UBS世界大会 （ウェールズ）イギリス
「激動の時代に、変わりなき神のことば」

2010 UBS世界大会 （ソウル）韓国「この世の命――神のことば」 UBS世界理事会が東京で開催される。

Ｂ
Ｓ
は
応
え
る
べ
く
、
全
世
界
の
聖
書
協
会
が
立
ち
上

が
り
、
総
額
五
八
〇
〇
万
ド
ル
（
約
八
七
億
円
）
を
目
指

す
募
金
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
も
日
本
で

は
、
世
界
総
額
の
一
％
の
九
〇
〇
〇
万
円
を
目
標
に
据

え
て
募
金
委
員
会
が
発
足
し
、
九
〇
八
二
万
円
の
献
金

を
献
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
彼
の
地
域
へ
の
支
援

は
今
日
も
な
お
、
よ
り
具
体
的
な
目
的
を
持
っ
て
継
続

し
て
い
ま
す
。

 

● 

二
一
世
紀
に
入
っ
て

　

二
一
世
紀
に
入
っ
て
Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
、
世
界
の
聖
書
頒
布

が
不
十
分
な
国
や
地
域
を
支
援
す
る
「
オ
ポ
チ
ュ
ニ

テ
ィ
21
」
と
い
う
募
金
計
画
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
Ｕ

Ｂ
Ｓ
で
集
め
た
募
金
額
と
同
額
を
献
金
す
る
と
い
う
ア

メ
リ
カ
の
マ
ク
レ
ラ
ン
財
団
か
ら
の
オ
フ
ァ
ー
を
受

け
、
総
額
三
〇
〇
〇
万
ド
ル
の
募
金
を
約
四
〇
〇
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
の
た
め
に
献
げ
ま
し
た
。

　

翻
訳
活
動
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、
信
仰
的
に
も
学
問

的
に
も
最
高
レ
ベ
ル
を
持
つ
、
訓
練
を
受
け
た
Ｕ
Ｂ
Ｓ

の
翻
訳
担
当
者
が
、
現
在
、
五
五
〇
以
上
の
言
語
の
翻

訳
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
資
金
は
支
援
聖
書
協
会
に

よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
聖
書
の
製
作
に
つ
い
て
は
、
韓
国
、
ブ
ラ
ジ

ル
、
中
国
な
ど
、
世
界
数
カ
国
に
Ｕ
Ｂ
Ｓ
の
製
作
拠
点

が
あ
り
、
同
言
語
の
聖
書
な
ど
は
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
の
地
域
事

務
所
が
複
数
の
国
か
ら
の
注
文
を
統
括
し
、
効
率
よ
く

印
刷
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
派
間
の
橋
渡
し
と
し
て

も
機
能
し
て
お
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
、
東
方
教
会
を

は
じ
め
、
す
べ
て
の
教
派
と
の
絆
を
深
め
る
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
本
部
と
の
対
話
を
頻
繁
に
行
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
二
〇
〇
二
年
に
日
韓
共
催
で
開
か
れ
た
Ｗ

杯
サ
ッ
カ
ー
大
会
の
折
に
は
、
韓
国
聖
書
協
会
と
の
共

同
製
作
で
、『
よ
ろ
こ
び
の
お
と
ず
れ
─
─
10
言
語
版

ル
カ
に
よ
る
福
音
書
』、
お
よ
び
新
し
い
組
版
に
よ
る

『
韓
日
対
照
旧
新
約
聖
書
』
が
製
作
（
韓
国
に
て
印
刷
・

製
本
）
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
前
者
は
、
Ｗ
杯
の
た
め
の

伝
道
団
体
な
ど
に
よ
っ
て
、
両
国
合
わ
せ
て
一
〇
万
冊

が
頒
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
各
国
の
聖
書
協
会
は
聖
書
協
会
世
界

連
盟
と
い
う
組
織
体
制
の
も
と
に
一
致
協
力
し
て
、
地

の
果
て
に
ま
で
聖
書
の
み
言
葉
を
届
け
る
べ
く
奔
走
し

て
い
ま
す
。
Ｕ
Ｂ
Ｓ
に
加
盟
し
て
い
る
一
四
七
の
各
国

聖
書
協
会
の
う
ち
、
財
政
的
に
自
立
し
て
い
て
他
の
国

を
支
援
し
て
い
る
の
は
四
〇
ほ
ど
で
す
。
日
本
聖
書
協

会
は
、
日
本
全
国
の
諸
教
会
と
個
人
の
会
員
の
皆
様
に

よ
る
支
援
と
聖
書
頒
布
に
よ
っ
て
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
に
お
い
て

運
営
の
自
立
と
支
援
協
会
と
し
て
の
責
任
を
果
た
し
て

い
ま
す
が
、
ほ
か
の
被
支
援
国
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う

な
動
き
が
拡
大
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。「
わ
が
国

の
た
め
だ
け
で
な
く
、
世
界
の
た
め
に
！
」
と
い
う
初

心
を
胸
に
、「
御
国
の
こ
の
福
音
は
あ
ら
ゆ
る
民
へ
の

証
し
と
し
て
、
全
世
界
に
宣
べ
伝
え
ら
れ
る
」（
マ
タ
イ

二
四
章
一
四
節
）
時
ま
で
、
聖
書
協
会
の
働
き
は
終
わ
る

こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

特集  聖書協会世界連盟の歴史 Part 2

『日本聖書協会一〇〇年史』および『同一二五年史』、日本聖書協会報、年報を参照表内の赤い字は各総会の標語

インドネシア向け聖
書の製本作業をする
人々と聖書の山

ブダペスト大会に出席した代
議員全体写真

1995年6月、グッドウィ
ル・ブック返還式にて

日本へ聖書を贈るため米国市民
3万8000人が名を連ねた芳名帳

「グッドウィル・ブック」

エジプトへ送品した
アラビア語聖書

チェコ語聖書

1977年、バングラデシュに
贈った“バイブル・バン”

1966年、八王子における国際
聖書翻訳者研修会

1987年12月、操業開始時の愛徳印刷会社全景

『よろこびのおとずれ』

1985年、愛徳基金会との協定調印式
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新約聖書における弟子
小河　陽

関東学院大学教授

　

新
約
聖
書
に
お
い
て
イ
エ
ス
の
弟
子
た
ち
に
つ
い

て
語
ら
れ
る
こ
と
は
、
意
外
と
少
な
い
。
し
か
し
キ

リ
ス
ト
教
は
、
彼
ら
の
活
躍
を
通
し
て
こ
そ
ユ
ダ
ヤ

民
族
の
境
界
を
超
え
出
て
世
界
宗
教
へ
と
発
展
し
、

わ
れ
わ
れ
の
時
代
に
ま
で
続
く
一
大
宗
教
と
な
り
得

た
と
い
う
事
実
を
考
え
る
と
、
彼
ら
は
特
筆
さ
れ
て

よ
い
重
要
性
を
持
っ
て
い
る
。

　

弟
子
の
問
い
は
、
歴
史
的
な
問
い
で
あ
る
だ
け
で

は
な
い
。
そ
れ
は
「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
弟
子
で

あ
る
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
」
と
い
う
、
キ
リ
ス
ト

教
的
生
活
態
度
、
生
き
方
を
包
括
す
る
、
キ
リ
ス
ト

教
信
仰
の
本
質
的
内
容
の
一
つ
に
関
わ
る
。
し
か

し
、
こ
こ
で
は
字
数
の
理
由
か
ら
、
一
部
の
歴
史
的

輪
郭
に
限
っ
て
記
す
こ
と
に
し
た
い
。

　

イ
エ
ス
と
弟
子
の
関
係
に
つ
い
て
、
様
々
な
捉
え

方
が
あ
る
。
し
ば
し
ば
持
ち
出
さ
れ
る
の
が
、
ユ
ダ

ヤ
教
に
お
け
る
ラ
ビ
と
弟
子
の
関
係
で
あ
る
が
、
生

業
の
日
常
的
営
為
の
た
だ
中
で
、
イ
エ
ス
の
側
か

ら
、
弟
子
と
し
て
自
分
の｢

後
に
従
う｣
よ
う
に
と

招
く
出
来
事
は
、
類
似
性
よ
り
も
相
違
の
ほ
う
が
目

立
つ
。

　

そ
れ
は
ま
た
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
、
と
り
わ
け
犬
儒

派
哲
学
者
の
巡
礼
教
師
に
心
酔
し
て
行
動
を
共
に
す

る
こ
と
と
も
違
っ
て
い
る
。
哲
学
的
真
理
も
ま
た
人

間
に
倫
理
的
決
断
を
促
し
、
そ
の
人
生
を
変
革
し
得

る
神
的
な
質
を
持
っ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
人
間

に
内
在
し
て
お
り
、
理
性
を
傾
け
て
そ
れ
を
追
求
す

る
者
に
は
入
手
可
能
で
あ
り
、
学
習
・
教
育
可
能
な

対
象
で
あ
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
ラ
ビ
で
も
哲
人
で
も
、
弟
子
を
魅
了

す
る
の
は
教
師
そ
の
人
で
は
な
く
、
教
え
の
内
容
そ

の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
師
の
権
威
の
源
は
彼

の
人
格
や
才
能
で
な
く
、
学
び
の
対
象
そ
の
も
の
に

あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
イ
エ
ス
と
そ
の
弟
子
の
関
係
は

む
し
ろ
、
聖
戦
に
お
け
る
カ
リ
ス
マ
・
預
言
者
的

リ
ー
ダ
ー
へ
の
信
従
を
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と
す
る
、
一

世
紀
の
ユ
ダ
ヤ
教
黙
示
的
預
言
者
や
熱
心
党
的
リ
ー

ダ
ー
に
近
い
。
そ
の
よ
う
な
イ
エ
ス
の
言
葉
と
行
動

は
、
弟
子
た
ち
に
と
っ
て
カ
リ
ス
マ
的
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
な
り
、
神
的
権
威
づ
け
を
伴
う
の
で
あ
る
。

　
「
イ
エ
ス
の
後
に
従
う
」
こ
と
は
、
家
族
と
の
訣

別
や
所
有
物
の
断
念
、
さ
ら
に
は
自
分
の
命
の
危
険

や
殉
教
を
さ
え
覚
悟
す
る
行
為
で
あ
る
。
そ
こ
に
決

聖書セミナー 

その在り方と振る舞い

おがわ　あきら

15

疑
論
的
・
学
究
的
な
知
的
営
み
が
働
く
可
能
性
は
小

さ
い
。
ま
た
、
そ
う
し
て
実
現
さ
れ
る
個
々
人
の
自

由
も
、
そ
れ
自
体
で
は
絶
対
的
な
固
有
の
意
味
を
持

ち
得
な
い
。
カ
リ
ス
マ
の
担
い
手
─
─
師
と
そ
の
弟

子
─
─
は
、
も
し
彼
ら
が
使
命
に
正
当
で
あ
ろ
う
と

す
る
な
ら
、
こ
の
世
界
の
束
縛
の
外
に
立
た
ね
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。
日
常
の
要
求
の
外
、
ま
た
日
常

的
家
族
義
務
の
外
に
。

　

し
た
が
っ
て
、
召
命
意
識
に
基
づ
く
イ
エ
ス
の
弟

子
た
ち
の
従
い
と
弟
子
道
は
、
あ
ら
ゆ
る
束
縛
か
ら

の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
自
由
が
賦
与
さ
れ
、
常
識
の
制
約

を
打
ち
破
る
イ
エ
ス
の
カ
リ
ス
マ
的
個
性
に
依
拠
し

て
い
る
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
ら
の
間
の
信
従

と
は
、
我
と
汝
の
関
係
に
お
け
る
最
も
洗
練
さ
れ
た

形
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
、
そ
れ
は
少
数
グ
ル
ー
プ

の
、
そ
れ
も
短
い
期
間
の
関
係
で
あ
り
、
本
来
的
に

イ
エ
ス
の
権
威
の
継
承
は
限
ら
れ
た
仕
方
で
し
か
可

能
で
は
な
い
。

　

し
か
し
弟
子
・
信
従
者
は
、
時
の
経
過
と
と
も
に

伝
統
保
護
者
と
な
る
傾
向
を
持
ち
、
師
か
ら
受
け
継

い
だ
規
範
の
遺
産
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
と
感
じ
る
共

同
体
成
員
の
間
で
は
、
後
世
に
対
し
て
、
明
瞭
に
規

定
さ
れ
た
「
遺
産
た
る
教
え
」
と
し
て
そ
れ
を
保
持

す
る
こ
と
に
努
め
る
よ
う
に
な
る
。
預
言
的
な
権
威

は
、
次
第
に
学
派
の
長
な
い
し
職
責
の
担
い
手
の
継

承
権
に
よ
っ
て
固
定
化
し
、
制
度
化
さ
れ
た
権
威
と

な
る
の
で
あ
る
。　

　

こ
れ
と
相
俟
っ
て
、
イ
エ
ス
の
原
弟
子
た
ち
は
、

初
期
教
会
に
お
い
て
─
─
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
史
全

体
を
貫
い
て
─
─
時
に
は
見
習
う
べ
き
模
範
、
時
に

は
真
似
て
は
な
ら
な
い
反
面
教
師
と
な
り
、
彼
ら
の

姿
と
行
動
が
信
仰
的
実
践
の
手
引
き
と
な
る
。
そ
の

よ
う
な
想
い
で
語
り
伝
え
ら
れ
る
弟
子
像
の
中
に

は
、
語
り
手
自
身
の
現
実
や
理
想
も
ま
た
重
ね
ら
れ

て
い
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
師
に
従
う
と
い
う
生
け

る
プ
ロ
セ
ス
は
、
形
式
的
に
規
定
さ
れ
た
「
模
倣
」

と
な
る
。
そ
れ
が
、
キ
リ
ス
ト
教
史
の
中
で
展
開
さ

れ
て
い
く
「
キ
リ
ス
ト
教
的
信
従
」
の
重
要
要
素
と

な
る
。

　

弟
子
た
ち
は
、
当
時
の
社
会
の
様
々
な
抑
圧
や
搾

取
に
苦
し
ん
で
い
た
圧
倒
的
多
数
の
「
貧
し
い
者
た

ち
」
の
中
か
ら
、
近
づ
き
つ
つ
あ
る
神
支
配
の
告
知

の
担
い
手
と
し
て
選
び
出
さ
れ
た
宣
教
者
集
団
で
あ

る
。
彼
ら
は
単
な
る
イ
エ
ス
の
模
倣
者
で
は
な
く
、

ま
た
第
一
義
的
に
彼
の
説
く
神
の
啓
示
者
で
も
な

く
、
彼
が
行
っ
た
神
の
国
宣
教
の
業
の
協
働
者
で

あ
っ
た
。
し
か
し
同
時
に
、
神
の
国
の
実
現
は
、
神

の
民
の
存
在
を
必
須
と
す
る
。
彼
ら
自
身
が
、
そ
の

新
し
い
イ
ス
ラ
エ
ル
た
る
神
の
民
の
基
礎
と
し
て
、

そ
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
使
命
の
た
め
に
彼
ら
は
、
無
一
物
の
放
浪
生

活
に
身
を
委
ね
る
巡
礼
説
教
に
も
出
か
け
た
。
そ
の

行
動
形
態
は
、
若
者
が
中
心
で
あ
っ
た
ゆ
え
に
、
そ

し
て
彼
ら
が
イ
エ
ス
に
メ
シ
ア
的
期
待
を
抱
い
て
い

た
ゆ
え
に
可
能
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

イ
エ
ス
の
十
字
架
の
処
刑
死
は
、
そ
の
期
待
を

木
っ
端
微
塵
に
打
ち
砕
い
た
。
だ
か
ら
彼
ら
の
イ
エ

ス
理
解
に
は
、
復
活
前
後
に
質
的
な
不
連
続
を
含

む
。
こ
の
不
連
続
は
、
最
近
し
ば
し
ば
提
案
さ
れ
る
、

復
活
後
の
弟
子
に
関
す
る
種
々
の
形
の
心
理
学
的
解

釈
に
大
き
な
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。

Disciples in New Testament / Akira Ogawa

※�

本
稿
は
、
二
〇
一
〇
年
五
〜
七
月
に
東
京
福
音
会
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
た
「
第
26
回
春
の
聖
書
セ
ミ
ナ
ー
」
の
講
義
内
容
か
ら
、
本

誌
の
た
め
に
改
め
て
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
。

弟
子
の
意
義

カ
リ
ス
マ
に
魅
せ
ら
れ
て

そ
の
帰
結

宣
教
的
実
存
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dearest native providence O
yu A

kita, 
Japan.

」
す
な
わ
ち
「
わ
が
愛
す
る
故
郷
日
本
の

秋
田
県
大
湯
」
と
の
題
が
付
さ
れ
て
い
る
。 

隣
の

ペ
ー
ジ
に
は
英
文
の
詩
篇
第
二
三
篇
が
記
さ
れ
て

い
る
（
坂
田
記
念
館
所
蔵
）。
文
章
か
ら
み
て
欽
定
訳

で
あ
る
。
坂
田
は
、
戦
地
に
英
訳
聖
書
を
も
持
参

し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
明
治
元
訳
で
は
、

「
エ
ホ
バ
は
我
を
み
ど
り
の
野
に
ふ
さ
せ
、
い
こ
ひ

の
水み
ぎ
は濱
に
と
も
な
ひ
た
ま
ふ
」、「
た
と
ひ
わ
れ
死

の
か
げ
の
谷
を
あ
ゆ
む
と
も
禍わ
ざ
は
ひ害

を
お
そ
れ
じ
」

な
ど
の
句
の
含
ま
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
お
そ

ら
く
坂
田
は
、
故
郷
の
里
山
を
思
い
出
し
つ
つ
、

戦
争
と
い
う
「
死
の
か
げ
の
谷
」
に
立
ち
向
か
っ

て
い
て
も
、
エ
ホ
バ
の
見
守
り
を
信
じ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。

　

戦
場
に
お
け
る
坂
田
の
部
下
に
、
内
村
鑑
三
の

『
後
世
へ
の
最
大
遺
物
』『
求
安
録
』『
愛
吟
』
を
持

　

日
露
戦
争
の
激
戦
地
と
し
て
は
二
〇
三
高
地
が

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
北
部
の
黒
溝
台
も
そ
れ

に
劣
ら
ぬ
激
戦
地
だ
っ
た
。
第
八
師
団
騎
兵
第
八

連
隊
に
配
属
さ
れ
て
い
た
坂
田
（
旧
姓
中
村
）
祐た
す
くは

、

分
隊
長
と
し
て
約
四
〇
人
の
部
下
と
と
も
に
戦

い
、
辛
う
じ
て
脱
出
は
し
た
も
の
の
、
生
存
者
は

わ
ず
か
六
名
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　

坂
田
は
、
そ
の
よ
う
な
戦
場
を
転
戦
す
る
な
か

に
も
聖
書
を
携
行
、
小
冊
子
の
ヨ
ハ
ネ
伝
を
部
下

に
配
布
、「
我
は
復
活
な
り
、
生
命
な
り
、
我
を
信

ず
る
者
は
死
ぬ
と
も
生
き
ん
…
…
」
と
講
じ
た
と

い
う
（『
恩
寵
の
生
涯
』、
待
晨
堂
、
一
九
六
六
年
）。

　

ま
た
、
激
戦
の
間
に
も
坂
田
は
絵
筆
を
と
り
ス

ケ
ッ
チ
を
描
い
て
い
る
。
そ
の
画
帳
の
な
か
に
は

日
本
の
農
村
風
景
の
絵
も
あ
る
。
そ
れ
に
は
「M

y 

関
東
学
院
を
築
い
た

坂
田
祐
と
聖
書

鈴
木
範
久

立
教
大
学
名
誉
教
授

す
ず
き  

の
り
ひ
さ

人物と聖書

戦
場
の
聖
書
講
義

Human and the Bible “Tasuku Sakata and the Bible” / Norihisa Suzuki

聖
書
と
の
出
会
い

22

　

や
み
が
た
い
向
学
心
に
か
ら
れ
、
一
八
歳
で
家

出
。
東
京
を
目
指
し
て
働
き
な
が
ら
の
旅
を
つ
づ

け
た
。

　

途
中
、
山
形
県
の
鉱
山
で
出
会
っ
た
青
年
か
ら
、

坂
田
の
所
持
す
る
和
英
辞
典
の
譲
渡
を
求
め
ら
れ
、

代
わ
り
に
彼
の
持
っ
て
い
た
聖
書
を
入
手
す
る
。

そ
れ
が
、
坂
田
と
聖
書
と
の
最
初
の
出
会
い
で
あ

る
。

　

足
尾
銅
山
で
も
し
ば
ら
く
働
い
た
後
、
東
京
に

着
き
、
陸
軍
の
下
士
官
養
成
所
で
も
あ
る
教
導
団

に
入
校
。
つ
づ
い
て
陸
軍
騎
兵
学
校
に
進
む
。
そ

の
こ
ろ
、
神
田
の
東
京
基
督
教
青
年
会
（
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）

会
館
前
を
通
り
か
か
り
、
木
村
清
松
の
講
演
を
聞

い
た
の
が
契
機
と
な
り
、
東
京
基
督
教
青
年
会
に

入
会
。
つ
づ
い
て
バ
プ
テ
ス
マ
を
受
け
、
四
谷
バ

プ
テ
ス
ト
教
会
の
教
会
員
に
な
る
。

　　

こ
の
あ
と
日
露
戦
争
に
従
軍
。
現
地
で
読
ん
だ

内
村
鑑
三
の
『
後
世
へ
の
最
大
遺
物
』
な
ど
に
刺

激
さ
れ
、
帰
国
後
、
第
一
高
等
学
校
に
入
学
、
す

で
に
三
一
歳
に
達
し
て
い
た
。
校
長
は
新
渡
戸
稲

造
で
あ
り
、
同
学
年
に
は
南
原
繁
が
い
た
。
南
原

と
と
も
に
内
村
を
訪
問
、
そ
こ
で
信
仰
に
は
仲
間

が
必
要
と
い
わ
れ
、
南
原
ら
と
白
雨
会
を
結
成
す

る
。
日
曜
日
に
は
、
内
村
の
聖
書
研
究
会
に
出
席
、

夜
に
は
引
き
続
き
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
に
も
通
っ
た
。

内
村
は
こ
れ
を
認
め
た
。

　

第
一
高
等
学
校
を
終
え
る
と
東
京
帝
国
大
学
に

入
学
。
ケ
ー
ベ
ル
の
教
え
を
受
け
る
こ
と
の
で
き

る
哲
学
科
で
宗
教
学
を
学
ぶ
。
卒
業
論
文
の
題
名

は
「
預
言
者
耶
利
米
亜
」、
つ
ま
り
旧
約
聖
書
の
エ

レ
ミ
ヤ
だ
っ
た
。
指
導
教
官
は
旧
約
学
者
の
石
橋

智
信
で
あ
る
。

　

卒
業
後
は
母
校
、
東
京
学
院
の
教
師
に
就
く
。

同
校
が
や
が
て
中
学
、
高
校
、
大
学
ま
で
擁
す
る

関
東
学
院
に
ま
で
発
展
す
る
基
礎
を
築
い
た
。
関

東
学
院
の
校
訓
は
、
坂
田
の
定
め
た
「
人
に
な
れ
、

奉
仕
せ
よ
」
で
あ
り
、
そ
れ
も
漠
然
と
し
て
で
は

な
く
、
根
底
に
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
あ
る
こ
と

を
絶
え
ず
説
い
た
。
愛
用
の
聖
句
は
、「
お
の
れ
の

心
を
治
む
る
者
は
城
を
攻せ
め

取と

る
者
に
愈ま
さ

る
」
と
の

旧
約
聖
書
箴
言
一
六
章
三
二
節
だ
っ
た
と
い
う
。

参
し
て
い
た
兵
隊
が
い
た
。
坂
田
は
彼
か
ら
こ
れ
ら

の
書
物
を
譲
り
受
け
て
熟
読
、
内
村
に
強
く
ひ
き
つ

け
ら
れ
て
い
く
。

　

前
述
の
画
帳
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
坂
田
は

一
八
七
八
（
明
治
一
一
）
年
、
秋
田
県
の
大
湯
に
生

ま
れ
た
。
父
は
会
津
藩
士
、
母
の
祖
父
は
白
虎
隊
隊

長
で
あ
っ
た
。
会
津
城
の
落
城
に
よ
り
藩
主
の
移
封

で
青
森
の
斗
南
に
移
る
。
廃
藩
置
県
に
よ
り
、
い
っ

そ
う
困
難
な
生
活
が
始
ま
り
、
両
親
は
さ
ら
に
大
湯

に
移
り
住
む
。
そ
こ
で
祐
は
生
ま
れ
た
。
高
等
小
学

校
は
卒
業
を
前
に
し
て
中
退
し
、
家
の
近
く
の
鉱
山

で
働
く
。

人
に
な
れ
、
奉
仕
せ
よ

三崎寮長時代

晩
年
愛
用
の
口
語
聖
書

東
京
帝
大
卒
業
論
文
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エ
ッ
セ
ー 和

解
の
福
音
を
分
か
ち
合
う
テ
ー
ブ
ル

根
田
祥
一

34

根田祥一（こんだ・しょういち）　
クリスチャン新聞編集長
日本ローザンヌ委員会委員　

　

ロ
ー
ザ
ン
ヌ
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る 

”Whole Gospel, W
hole Church, W

hole W
orld

”

（
全
教
会
が
全
世
界
に
福
音
の
全
体
を
）
が
今
回
も
踏
襲
さ
れ
た
が
、
こ
の
う
ちW

orld

に
関
し
て
は
、
現

在
の
こ
の
世
界
を 

”divided and broken w
orld

”（
分
裂
し
壊
れ
た
世
界
）
と
位
置
づ
け
た
。
世
界

に
住
む
人
々
が
現
実
に
抱
え
て
い
る
貧
困
や
隷
属
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
、
紛
争
、
差
別
や
迫
害
、

環
境
な
ど
の
深
刻
な
諸
問
題
に
関
心
を
払
っ
た
の
だ
。
そ
れ
は
、
福
音
派
も
社
会
的
責
任
を
果
た
す

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
そ
れ
ら
の
分
断
さ
れ
損
な
わ
れ
た
世
界
の
さ
ま
ざ

ま
な
現
状
に
対
し
て
、
キ
リ
ス
ト
の
愛
と
平
和
に
根
ざ
す
「
和
解
の
福
音
」（
Ⅱ
コ
リ
ン
ト
五
・
一
八
─

二
〇
＝
会
議
の
主
題
聖
句
）
に
こ
そ
答
え
が
あ
る
こ
と
を
明
確
に
打
ち
出
し
、
ま
た
、
そ
れ
が
い
か
な

る
仕
方
で
「
答
え
」
た
り
得
る
の
か
を
模
索
し
た
と
こ
ろ
に
今
会
議
の
特
徴
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
姿
勢
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
反
映
し
て
い
た
。
毎
朝
、
ま
ず
神
へ
の
賛
美
と
礼
拝
で
始
ま
り
、

テ
ー
ブ
ル
グ
ル
ー
プ
で
エ
フ
ェ
ソ
書
を
読
み
進
め
、
神
が
何
を
私
た
ち
に
語
っ
て
い
る
の
か
を
分
か

ち
合
い
、
そ
の
箇
所
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
耳
を
傾
け
、
さ
ら
に
各
メ
ン
バ
ー
が
属
し
て
い
る
国
の

文
脈
に
そ
れ
を
ど
う
適
用
す
る
か
を
話
し
合
う
。
続
く
主
題
講
演
で
も
、
教
え
ら
れ
た
こ
と
や
考
え

さ
せ
ら
れ
た
こ
と
を
テ
ー
ブ
ル
グ
ル
ー
プ
で
討
議
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
個
々
の
社
会
的
な
諸

課
題
は
、
単
な
る
「
社
会
問
題
」
で
あ
る
以
上
に
、
聖
書
の
福
音
と
の
絡
み
で
ど
う
取
り
扱
う
の
か

が
問
わ
れ
る
「
福
音
の
問
題
」
で
あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
。

　

日
本
か
ら
参
加
し
た
三
五
人
は
口
々
に
、
こ
の
テ
ー
ブ
ル
グ
ル
ー
プ
で
の
分
か
ち
合
い
、
祈
り
合

い
が
、
世
界
の
教
会
に
自
分
が
つ
な
が
る
縮
図
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
た
と
言
う
。
そ
こ
に
は
、
一
〇

〇
年
前
に
は
当
然
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
た
西
欧
か
ら
非
西
欧
へ
の
一
方
的
な
福
音
伝
播
の
方
向
で

は
な
く
、
互
い
に
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
聴
き
合
う
今
日
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
た
世
界
が
反
映
し

て
い
た
。
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
で
投
げ
か
け
ら
れ
た
多
様
で
深
刻
な
課
題
を
、
今
後
、
世
界
の
そ
れ
ぞ
れ

の
と
こ
ろ
で
、
互
い
に
連
携
し
つ
つ
、
ど
う
受
け
止
め
、
い
か
に
真
摯
に
向
き
合
っ
て
い
く
か
…
…

そ
れ
が
教
会
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

　

真
っ
赤
な
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
が
掛
か
っ
た
六
席
の
テ
ー
ブ
ル
が
、
国
際
会
議
場
の
巨
大
な
ホ
ー
ル

に
約
七
〇
〇
。
各
テ
ー
ブ
ル
で
分
か
ち
合
い
、
論
議
し
、
祈
り
合
う
顔
ぶ
れ
は
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ

カ
、
中
東
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、
そ
し
て
欧
米
と
実
に
多
彩
だ
。
そ
の
光
景
に
、
第
三
回
ロ
ー
ザ
ン

ヌ
世
界
宣
教
会
議
が
置
か
れ
た
こ
の
時
代
の
姿
が
端
的
に
表
さ
れ
て
い
た
。

　

ロ
ー
ザ
ン
ヌ
運
動
の
三
回
目
の
世
界
宣
教
会
議
「
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
二
〇
一
〇
」
が
、
一
〇
月
一
六

日
か
ら
二
五
日
ま
で
、
南
ア
フ
リ
カ
の
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
で
開
か
れ
た
。
一
九
一
〇
年
に
英
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
の
エ
ジ
ン
バ
ラ
で
、
後
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
や
世
界
教
会
協
議
会
（
Ｗ
Ｃ
Ｃ
）
設
立
の

契
機
と
な
っ
た
歴
史
的
な
宣
教
会
議
が
開
か
れ
て
か
ら
一
〇
〇
年
。
当
時
、
エ
ジ
ン
バ
ラ
会
議
に
集

ま
っ
た
一
二
〇
〇
人
の
ほ
と
ん
ど
が
欧
米
人
だ
っ
た
が
、
二
〇
世
紀
の
後
半
、
福
音
宣
教
の
主
体
は

西
欧
か
ら
非
西
欧
へ
と
急
速
に
転
換
し
た
。
エ
ジ
ン
バ
ラ
会
議
一
〇
〇
周
年
の
記
念
で
も
あ
っ
た

ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
会
議
に
は
、
約
四
二
〇
〇
人
の
代
表
を
は
じ
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

を
含
め
五
〇
〇
〇
人
以
上
が
一
九
八
か
国
か
ら
参
加
し
た
。

　

ロ
ー
ザ
ン
ヌ
運
動
の
最
大
の
貢
献
は
、
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ゴ
ス
ペ
ル
（
包
括
的
福
音
）
と
い
う
「
福

音
理
解
」
に
あ
る
。
福
音
の
霊
的
側
面
を
強
調
す
る
福
音
派
と
、
社
会
的
側
面
を
重
視
す
る
主
流
派

の
間
で
二
極
分
化
し
て
い
た
エ
ジ
ン
バ
ラ
会
議
以
降
の
キ
リ
ス
ト
教
界
に
あ
っ
て
、
一
九
七
四
年
に

ス
イ
ス
で
開
か
れ
た
最
初
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
会
議
は
、
も
う
一
度
そ
れ
ら
を
統
合
す
る
視
座
を
示
し

た
。
そ
の
信
仰
表
明
「
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
誓
約
」
は
、
世
界
の
教
会
や
宣
教
団
体
に
多
大
な
影
響
を
与
え
、

宣
教
の
理
解
や
実
践
を
聖
書
的
な
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
も
の
へ
と
方
向
づ
け
て
き
た
。「
ケ
ー
プ
タ

ウ
ン
二
〇
一
〇
」
は
、
そ
の
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ゴ
ス
ペ
ル
と
い
う
福
音
理
解
を
、
さ
ら
に
具
体
的

に
今
日
的
な
諸
問
題
へ
と
広
げ
、
深
め
た
と
言
え
よ
う
。



外国語聖書の品揃えが充実

通信販売もご利用いただけます

バイブルハウス南青山
聖書、キリスト教書、
グッズは当店へ
ご用命ください。

写真はイメージで、実際とは異なる
場合がございます

落ち着いた空間で、
じっくりと聖書を手にとって親しんでいただきたい…
そのような思いから、日本聖書協会は
聖書専門書店を開店いたしました。
新共同訳・口語訳・文語訳聖書をはじめ、
他の邦訳聖書や外国語聖書まで
聖書なら何でも購入できるだけでなく、
キリスト教書やグッズも扱うお店です。

　英語、韓国語はもちろん、これからのグローバルな時代
に向けて、中国やスペイン、さらに中東、インドなど、あ
らゆる地域の言語に訳された聖書をご用意しております。

　ご希望の聖書は、FAX、電話、e-mailでもご注文いただ
けます。他社発行の聖書、キリスト教書もご注文を承りま
す。書名、出版社名、定価、冊数をお知らせください。
　お支払いは現金の他にクレジット（VISA、Master等）、図
書カード（未使用のもの。額面以上のお買い物に）をご利
用になれます。

営業時間：
月～金曜日11～19時、 
土曜日13～19時 
日曜日、祝日、年末年始は休業
TEL	：03 (6418) 5230
FAX	：03 (6418) 5231
e-mail	：�biblehouse@bible.or.jp

2011年2月18日
オープンいたしました

バイブルハウス南青山
東京都港区南青山5-10-2  第2九曜ビル101

地下鉄銀座線・半蔵門線　表参道駅B1出口より徒歩2分

至渋谷

至赤坂
青山学院
大学

骨
董
通
り

南青山5丁目交差点 地下鉄銀座線・半蔵門線

表参道
交差点

紀ノ国屋

スパイラル
ホール

表参道駅 B1出口

バイブルハウス南青山

青 山 通 り
Max
Mara

 JBS Information

まわりの未信者の方にみことばを勧めたいけれど、
初めから聖書全巻はちょっと……。
そんな時にもお勧めなのがこのマンガ聖書です。

「マンガだから気軽に、一気に読め、
聖書がよくわかる」と評判です。
マンガ聖書で興味を持てたら、
旧新約聖書の本文へ……。
そういった読み方もありますね。
また、全巻発行を記念しての限定版、
専用ケース入り5巻セットも
贈り物、コレクションとしてお勧めです。

マンガ聖書シリーズ  
専用ケース入りセット

プレゼントや
コレクションに最適な
専用ケース入り
セットです。

5巻セット定価

5,250円（税込）

旧約聖書Ⅲ
預言者（プロフェッツ）
──希望を告げし者たち
画：あずみ椋

A5判 オールカラー 
288ページ

定価1,050円（税込）

み ん な の 聖 書
マンガ聖書シリーズ
待望の『預言者』が完成し、
全5巻が揃いました。

『聖書 新共同訳』準拠

既刊   マンガ聖書シリーズ

新 刊

新約聖書Ⅰ
救世主（メシア）
──人類を救いし者

新約聖書Ⅱ
使徒（アポストロス）
──遣わされし者たち

旧約聖書Ⅰ
創世（ジェネシス）
──光を受けし者たち

旧約聖書Ⅱ
王国（キングダム）
──国を建てし者たち

限定版

A5判 オールカラー 288ページ
定価各巻1,050円（税込）
画：ケリー篠沢（新約）／あずみ椋（旧約）

日時：�2011年4月8日（金） 
午後6時半～8時半（開場6時）

会場：王子ホール（銀座）
出演：ジョン･チャヌ 氏（ヴァイオリン）

日時：�2011年3月5日（土） 
午後2時～4時（開場1時半）

会場：�オーバルホール 
（梅田・毎日新聞ビルB1）

出演：沢 知恵 氏（ピアノと歌）

日時：�2011年4月16日（土） 
午後1時半～3時半（開場1時）

会場：�佐賀県立美術館ホール
出演：沢 知恵 氏（ピアノと歌）

日時：�2011年7月上旬
会場：�未定
出演：沢 知恵 氏（ピアノと歌）

この他、金沢（9月）・名古屋（10月）開催予定です。
時間等は変更になることもありますので、詳しくは広報部（TEL03-3567-1988、メー
ル：info@bible.or.jp）へお問い合わせくださるか、ホームページ（http://www.bible.
or.jp/）のイベント情報をご覧ください。イベントごとに、お申し込みが必要となります。

大阪

佐賀

東京新潟

聖 書 と 音 楽 の 出 会 いイベントのご案内

J B S 情 報

ジョン･チャヌ沢 知恵
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17  Library’s Treasure

 聖書図書館蔵書シリーズ 35

舊約全書 
ブリッジマン－カルバートソン訳（漢訳） 

（上海・美華書館　1863‒64 年　4 冊版）
縦：29cm　横：17cm

　聖書翻訳事業の土台となったモリソン‒ミルン
訳『神天聖書』（1823年発行）は、改訳され『新
遺詔書』 （1835‒37年）『舊遺詔聖書』（1838年） 
として発行。さらに英米系宣教師により改訳さ
れ、『舊新約全書』（分冊）として1854年に発行

され、代表訳と呼ばれた。この代表訳は、ヘブ
ライ語、ギリシア語の原典により、中国語の慣用
句、文体、語法を尊重した翻訳である。しかしア
メリカ人宣教師たちは、代表訳が中国語の文法
を尊重し、原意から遠ざかることに不満を持ち、
原典尊重の方針を立て、E. C. BridgmanとM. S. 
Culbertsonが中心になって改訂を行い、『新約全
書』は1859年 、『舊約全書』は1863‒64年に完
成・発行した。
　この分冊版聖書は、アメリカ聖書協会の指定
聖書となった。文体は生硬で難しかったが、原文
を正確に知ろうとする人々に読まれた。明治訳聖
書の翻訳で参考とされた漢文聖書はこの聖書で
あり、宣教師と日本人助手との理解の媒体とな
り、大きな影響を与えた。

16

編
集
後
記

Sign language translation Bible

生まれて初めて覚え、日常的に使う言語を「母語」と言いますが、日本で生まれ育ちながら、い
まだに母語の聖書を持たない方々がおられるのをご存じでしょうか。生まれつき耳の聞こえない
方、あるいは、幼児期に聴力を失った方の多くは、「手話」を母語にされています。日本語は、「聞
く」という経験のないまま学習して覚える第二言語なのです。手話を母語とされている方々には
「手話の聖書」が必要です。手話訳聖書が一日も早く完成するように、パートナーとなってお祈り
とご支援をいただけますようにお願い申し上げます。

パートナーへのお申し込みには、綴じ込みの申込用紙をご活用ください。
お問い合わせは募金部までどうぞ。募金部

〒104–0061　東京都中央区銀座4–5–1
TEL 03–3567–1980

郵便振替　00160–2–18410
銀行振込　三井住友銀行 京橋支店（普）6552744
口座名：　㈶日本聖書協会

★ 1口10,000円の年
会費で完成までお
支えいただきます。

★ パートナー様には手話
訳聖書DVDをお届けい
たします。

聞こえない方の心に福音が響くことを願って

　旧・新約全巻の手話訳は15
年にもわたる大事業であり、
世界のどこでもまだ達成され
ていません。完成のために継
続的なご支援をぜひお願いい
たします。

　お申し込み時には既刊の手話訳聖
書全16巻をプレゼント。そして今後、
新しい手話訳聖書DVD発刊のたび
に、2枚を無料でお届けいたします。
どうぞ手話研究に、手話の礼拝・集
会にご活用くださり、ご意見をお聞
かせください。

共に手話訳聖書の完成を目指しましょう！

http://www.bible.or.jp/collection/col02.htmlホームページからも
お申し込みいただけます。 アドレス

手話訳聖書DVD

現在までに発刊された『手話訳聖書』 すでに11書16巻が完成し、頒布されています。
⃝創世記1～15章 
⃝創世記16～22章
⃝創世記23～28章
⃝創世記29～35章

⃝創世記36～42章
⃝創世記43～50章
⃝ヨナ書、ルツ記 

⃝ マタイによる 
福音書1～10章

⃝ マタイによる 
福音書11～20章

⃝マルコによる福音書
⃝使徒言行録1～14章
⃝使徒言行録15～28章
⃝ ガラテヤの信徒への手紙

⃝ フィリピの信徒への手紙 
⃝ テサロニケの信徒への 

手紙  一・二
⃝ヤコブの手紙 

　

春
本
番
に
向
け
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。

　

今
号
で
は
「
聖
書
協
会
世
界
連
盟
（
U
B
S
）

の
歴
史
」
パ
ー
ト
Ⅱ
を
特
集
し
、
簡
易
年
表
も

添
え
ま
し
た
。
各
世
界
大
会
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
触
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
い
つ
も
世
界
中
の
多
く
の
方
々
に
聖

書
を
届
け
る
た
め
、
U
B
S
は
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

日
本
聖
書
協
会
が
、
国
内
の
聖
書
頒
布
は
も
と

よ
り
、
U
B
S
内
の
支
援
国
と
し
て
海
外
の
聖

書
頒
布
活
動
を
40
年
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
て

き
た
の
も
、
皆
さ
ま
の
献
金
に
支
え
ら
れ
て
き

た
お
か
げ
で
す
。

　

こ
の
二
月
、「
バ
イ
ブ
ル
ハ
ウ
ス
南
青
山
」
と

い
う
日
本
聖
書
協
会
直
営
の
書
店
が
誕
生
し
ま

し
た
。
今
号
表
紙
に
描
か
れ
た
青
山
学
院
の
隣

り
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
あ
る
小
さ
な
お
店
で
す
。
お

近
く
に
お
こ
し
の
際
は
、
ど
う
ぞ
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

　

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
今
後
と
も
皆
さ

ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
い
っ
そ
う
努
力
し
て

ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

手話訳聖書支援パートナーを求めています！

※ 皆様のご支援により、1巻100円で頒布されています。

この印刷物は適切に管理され
た森林で生産された木材を原
料に含む「FSCTM認証紙」を
使用しています。


